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 ものの数を種類ごとに分かりやすく整理する方法について考えることができる。 
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１ 問題をつかむ。 

 ○ 出てくる果物の理解 

  ・メロン ・みかん 

 ○ 少ない数の果物の多少の比較 

 

 

  ・数えれば分かる。 

 ○ 多い数の果物の多少の比較 

  ・数が多くなると分かりにくい。 

  ・数えるのが大変。 

 

２ めあてを確認する。 

 

 

 

３ 並べて考える。 

  ・バラバラより見やすい。 

  ・みかんが７個だから一番多い。 

  ・すぐには分からない。 

  ・横をそろえるとよい。 

  ・大きさをそろえるとよい。 

  ・１つずつ横にそろえると分かりやすい。 

 

 

 

 

 

４ 大きさをそろえて考える。 

  ・イラストの大きさがそろうと分かりや

すい。 

  ・飛び出たところがたくさんある。 

 

 

 

 

 

 

５ 絵グラフをかく。 

 

 

 

 

 

○ どんな果物があるか焦点化できるように、封

筒からメロンのイラストを２つ、みかんのイラ

ストを３つを１つずつ提示する。 

○ イラストだけを先に提示し、どんな問題か想

像させることで、興味・関心をもって学習に関

わろうとすることができるようにする。 

○ 問題の場面を理解できるように、初めに簡単

に数えられる数で提示する。 

○ 数が多くなると分かりにくいという困り感

を体感できるように、封筒から追加の果物を提

示する。 

 

 

 

○ 大きさが違うイラストを児童に並べさせた

り、教師が並べたりすることで、イラストの大

きさが違うものを並べるだけでは分かりにく

いことに気付けるようにする。 

○ 「どれが一番多いですか」と問い返すことで、

高さに注目している児童と数の多さに注目し

ている児童とのずれを生み出し、大きさをそろ

えた方がよいことに気付けるようにする。 

○ 数を数えることに固執している場合には、一

目でわかる方法について考えさせるようにす

る。 

 

○ 大きさがそろったイラストを再提示し、整理

することで、どの果物が多いかがより分かりや

すくなったことに気付けるようにする。 

○ 「どれが一番多いですか」と問い返すことで、

イラストの大きさをそろえる大切さに気付け

るようにする。 

※ ものの数を種類ごとに分かりやすく整理す

る方法について考えている。（観察・ワークシー

ト） 

 

○ イラストと１つずつ対応させながら絵を塗

らせていくことで、落ちや重なりが出ないよう

にする。 

 

 

どのくだものが おおいか すぐにわかるには、どうしたらよいだろう。 

どれが おおいかな。 



 

終

末 

６ まとめをする。 

 

 

 

 

 

 

 

７ 練習をする。 

 

 

８ 本時の振り返りをする。 

 ○ 解決過程 

○ 絵グラフにしていった手順を振り返ること

で、絵グラフのかき方について理解できるよう

にする。 

○ 「バラバラと絵グラフどっちが分かりやすい

ですか」と問うことで、絵グラフの一目で多少

比較ができるよさについて気付くことができ

るようにする。 

 

○ うまく書けない場合には、１対１対応と下か

ら順に塗ることを個別指導する。 

 

○ どうすれば一目で分かるか考えた姿につい

て改めて価値づけることで、次時への意欲を高

める。 

えの おおきさを そろえて 

ならべると わかりやすい。 


